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成 果 課 題中学校理科

Ⅱ－６（１） 成果と課題

○背骨のある動物を，セキツイ動物と表すこと
関連問題 ８（１）

○技術の仕組みを示す場面において，スイッチ
の入り切りによる磁界の変化を説明すること
関連問題 ５（２）

○他者の考察を検討して改善し，課題に対して
適切な（課題に正対した）考察を記述すること
関連問題 ８（３）

○オームの法則を使って，抵抗の値を求めるこ
と
関連問題 ５（１）

成果が見られた内容

○炭酸水素ナトリウムが二酸化炭素の発生に関
係することを特定する対照実験を計画すること
関連問題 １（５）

○日常生活の場面において，音の高さが高くなっ
たといえる音の波形の特徴を指摘すること
関連問題 ６（１）

○音の高さは，空気の部分の長さに関係してい
ることを確かめる実験を計画すること
関連問題 ６（２）

○塩化ナトリウムを化学式で表すこと
関連問題 １（１）

課題が見られた内容
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中学校理科
成果が⾒られた問題

背骨のある動物をセキツイ動物と表すこと

○正答率が高く，全国平均を上回った問題
・８（１） 本県７４．２％，全国６３．９％，（＋１０．４）

問題の趣旨

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 分類の視点（ふえ方と数，卵の様子等）を明確に
して，食性，生息場所などを標本と合わせて表示し
たり，博物館やインターネットなどと連携した学習を
設定したりして興味関心を高め，学習を深めるよう
にする。

熊本県学⼒調査における関連問題

【平成２６年度県学力調査中２問題】

３ なつきさんは，セキツイ動物について，子のふえ方などを調べてみることにし
ました。下の表は，なつきさんが調べたことをまとめたものです。

(1) 表の（ア）に当てはまる言葉を答えなさい。

(1) ハゼのように背骨のある動物を，背骨のない動物に対して何と
いいますか。その名称を書きなさい。

８ 健さんは飼育している数種類の魚を観察し
ていたところ，季節によってえらぶたの動
きに違いがあることに気づき，実験を行い
ました。
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中学校理科
成果が⾒られた問題

技術の仕組みを示す場面において，スイッチの入り切りによ
る磁界の変化を説明すること

○正答率が最も高く，全国平均を最も上回った問題
・５（２） ・本県６１．２％，全国５６．８％，（＋４．４）

問題の趣旨

(２) 【方法Ⅲ】で，検流計の貼りが振れた理由を，「磁界」という言葉を使って
書きなさい。

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 科学的な概念を使用して考えたり説明したりする
ことを単元全体の課題として設定したり，単元の終
わりに設定したりする。また，生徒が説明する際に
は，根拠を示し，事実と考えを区別して表現させる。

熊本県学⼒調査における関連問題

【平成２３年度県学力調査中２問題】

みさきさんは，実際に使った場合の費用が気になったので，表１をもとに，電気
料金を調べて，表２のようにまとめてみました。（電気料金は，１kWh＝２０円）

表２ それぞれの電球の電気料金
１日の １年間の

電気料金 電気料金

白熱電球 ４０ １０時間 ８円 ２９２０円W kWh（ア）

電球形蛍光灯 ８ １０時間 ０.０８ 円 ５８４円W kWh （イ）

ＬＥＤ電球 ５ １０時間 ０.０５ １円 円W kWh （ウ）

電球の種類 消費電力 使用時間 電力量

(8)  表１の電球を玄関の外に取り付けるとしたら，あなたならどの電球を選び
ますか。電球の特徴や消費電力および設置場所の様子など，その理由が分か
るように書きなさい。

課題
「電磁誘導を利用した技術」のしくみを，理科室にある実験器具を使って説明しよう。

【方法Ⅰ】
コイルを「ＩＣカード」に見立て，磁石
を「読み取り装置」に見立て，磁石を矢印
のように動かす（図１）。
【結果】
検流計の針が振れた。

【方法Ⅱ】
磁石を電磁石に置き換
え，電磁石を矢印のよう
に動かす（図２）。
【結果】
検流計の針が振れた。

【方法Ⅲ】
図２の磁石で，電磁石
は動かさず，スイッチを
入れたり切ったりする。
【結果】
検流計の針が振れた。
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中学校理科
課題となった問題

炭酸水素ナトリウムが二酸化炭素の発生に関係するこ
とを特定する対照実験を選ぶこと
【誤答例】
・「イ」と解答 （２０．４％）
・「ア」と解答 （１７．６％）

●正答率が全国平均を下回った問題
・１（５） 本県４８．６％，全国５１．７％（－３．１）

指導のポイント
対照実験では，１つだけ条件を変えて他の条件を
同じにすることが重要です。
対照実験では，まず，原因となっている条件（ここ
では炭酸水素ナトリウム）が何かを意識させる，次
に，原因となっている条件を除いた実験の結果を予
想させる。対照実験では，原因となっている条件か
ら結果を得る実験と原因を除いた実験を行うことが
大切です。

課題

(５)良子さんは下線部を確かめる実験で，上の Ｚ に当てはまる主な原材
料の組み合わせを考えました。入れる物質を○，入れない物質を×で表
したとき，最も適切なものを，下のアからエまでの中から１つ選びなさ
い。

花子：ベーキングパウダーの主な原材料（図４）
を，すべて同じ質量ずつ混ぜ合わせて水に溶
かしたら，二酸化炭素が出たね。

次郎：炭酸水素ナトリウムだけを水に溶かしても，
二酸化炭素は出なかった。

太郎：クエン酸だけ，コーンスターチだけ，小麦粉
だけをそれぞれ水に溶かしても二酸化炭素は
出なかったよ。

良子：「ベーキングパウダーの主な原材料（図４）をすべて同じ質量ずつ混
ぜ合わせて水に溶かす実験」と，「 Ｚ を同じ質量ずつ混ぜ合わせて
水に溶かす実験」の結果を比較すればわかるはずだね。

花子：やっぱり，二酸化炭素が発生するためには，炭酸水素ナトリウムが必
要なのかな。
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中学校理科 課題

課題となった問題

音の高さは，「空気の部分の長さ」に関係している
ことを確かめる実験で，仮説を設定し，検証する実
験の結果を予想すること
【誤答例】
・「Ｘ」を「ウ」と解答 （２４．１％）
・「Ｘ」を「エ」と解答 （２２．７％）
・「Ｘ」を「ア」と解答 （１１．３％）
・「Ｙ，Ｚ」を「イ，ウ」と解答 （２３．４％）

●正答率が全国平均を下回った問題
・６（２） 本県２８．９％，全国２９．９％（－１．０）

指導のポイント
自然の事物・現象の原因として考えられる複数の要
因を基に，知識や概念を活用して仮説を立て，それら
を検証するための実験を計画する場面を設定するこ
とが必要です。
また，一人一人が要因を抽出できるように，これまで
理科で学習したことと関係する知識や技能，経験など
を振り返らせ，考える視点を示すことが大切です。
抽出した要因をグループで検討し，仮説を設定する
ことも仮説を立てる方法の一つです。(２)【予想】のＸ，Ｙ，Ｚに当てはまる最も適切なものを，それぞれ図４の

アからエまでの中から１つ選びなさい。

【疑問】
音の高さが高くなったのは，空
気の部分の長さａ」が短くなった
からか，「水の部分の長さｂ」が
長くなったからか（図３）。

課題
音の高さはａとｂのどちらに関係しているのだろうか。

【方法】
同じ太さの４本の容器に水を入れておく
（図４）。そして，その容器に水を注ぎ始め
たときの音の高さを比較する。

【予想】
音の高さが，「空気の部分の長さａ」に関
係しているならば，音の高さが最も高いのは
Ｘ で，音の高さが同じものは Ｙ と Ｚ の
はずである。
音の高さが，「水の部分の長さｂ」に関係
しているならば，・・・・・



熊本県教育庁教育指導局義務教育課

Ⅱ－６（４） 質問紙調査

6

理科の勉強，観察や実験を行うことが好きである生徒の割
合は，全国平均より高い傾向にあります。
理科室で観察や実験を行った回数は，全国平均を上回っ
ています。
予想を基に観察や実験の計画を立てことや，観察や実験
の振り返りについては，全国平均を下回っており，課題と捉
えられます。

○ 理科の勉強は好きですか。
「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」
・本県64.1％，全国61.9％，差＋2.2

○観察や実験を行うことは好きですか。
「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」
・本県82.9％，全国80.1％，差＋2.8

○理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いまし
たか。
「週１回以上」
・本県47.2％，全国39.2％，差＋8.0

● 自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか。
「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」
・本県51.3％，全国55.0％，差－3.7

● 観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り
返って考えていますか。
「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」
・本県51.6％，全国55.0％，差－3.4

○ 補充的な学習の指導を行いましたか。

・本県88.2％，全国78.8％，差＋9.4
○ 実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか。

・本県88.2％，全国88.1％，差＋0.1
○ 長期休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課

題を与えましたか。

・本県89.3％，全国81.2％，差＋8.1
● 観察や実験のレポートの作成方法に関する指導を行いました

か。

・本県66.9％，全国76.9％，差－10.0
● 自ら考えた仮説をもとに観察，実験の計画を立てさせる指導を

行いましたか。

・本県58.0％，全国65.8％，差－7.8

※割合は，「よく行った」「どちらかといえば行った」の合計

生徒質問紙
補充的な学習の指導，実生活との関連を図った授業の実
施状況については，全国平均より高い傾向にあります。
長期休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習を
課していることについて，全国平均より高い傾向にあります。
観察や実験のレポートの作成，仮説を基に観察・実験の計
画を立てさせる指導については，全国平均より低く課題とし
て捉えられます。

学校質問紙
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Ⅱ－６（５） 今後の取組

○ 外部検討委員と協議により，修正
なし

学⼒調査結果の分析から明らかになった理科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

これまでの継続的な課題

新たに明らかになった課題

○予想を基に，観察・実験の条
件を考え，計画を立てること

○対照実験の意味を理解し，課
題に正対した対照実験を計画
すること
○観察・実験の結果を予想や仮
説と比較したり，習得した知
識・技能と関連付たりすること

授業の中で

日々の取組の中で

○自然の事物現象から問題を見いだし，適
切に課題づくりができるようにする。
○課題を解決するために考えられる条件の
中から対照となる条件に気付かせ，予想
を検証する観察・実験の計画を立てる学
習場面を設定する。

○日常生活の場面において，理科で学習し
た知識・技能を活用できるようにする。
○自らの考えや他者の考えを，検討して改
善できるようにする。

取

組


